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２
月
26
日
、
第
２
２
１
回
特
別
国
会
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
「
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
所
属
す
る
川
合
孝
典
参
議
院
議
員
が

代
表
質
問
に
立
ち
、
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
、
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
、
公
共
交
通
、
特
に
鉄
道
に
関
す
る
認
識
を
問
う
た
。

川
合
議
員
は
高
市
総
理
に
対
し
「
公
共
交
通
政
策
、
と
り
わ
け
鉄
道
政
策
に
つ
い

て
総
理
に
伺
う
」と
切
り
出
し
、
成
長
分
野
に
だ
け
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
日
本

を
支
え
る
基
盤
的
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
拡
充
も
必
要
と
主
張
。
高
市
総
理
の
考
え
る

公
共
交
通
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
何
か
、
他
の
政
策
分
野
と
の
親
和
性
の
高
さ
を
踏

ま
え
た
交
通
政
策
へ
の
財
政
出
動
の
推
進
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
た
。
あ
わ
せ
て
、
本

年
１
月
に
は
今
後
５
ヵ
年
を
見
据
え
た
第
３
次
交
通
政
策
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
が
、
人
口
減
少
が
加
速
度
的
に
進
む
中
で
は
、
よ
り
長
期
的
な
観
点
か
ら
交

通
政
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
べ
き
と
指
摘
。
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
も
触
れ
、

輸
送
密
度
２
千
人
未
満
の
路
線
・区
間
は
収
支
が
全
て
赤
字
で
あ
る
ほ
か
、
鉄
道
産

業
に
お
け
る
労
働
力
不
足
は
深
刻
化
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
影
響
が
生
じ
て
い
る

と
の
現
場
実
態
を
紹
介
し
、
鉄
道
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
よ
う
求
め
た
。
加
え
て
、

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
成
長
投
資
と
主
張
し
、
建
設
推
進
に
向
け
た
整
備

ス
キ
ー
ム
改
定
や
予
算
の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
高
市
総
理
は
、
日
本
の
持
続
的
な
成
長
に
は
人
流
・
物
流
を
支
え
る

交
通
が
必
要
と
の
考
え
に
立
ち
、
第
３
次
交
通
政
策
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
た

旨
を
説
明
。
「
交
通
政
策
の
推
進
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
」
と
意
思
を
示
し
た
ほ
か
、

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
課
題
に
対
し
て
は
有
識
者
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
、

議
論
を
深
め
て
い
く
と
答
弁
し
た
。

続
い
て
、
金
子
国
交
大
臣
よ
り
交
通
空
白
解
消
に
向
け
た
法
案
準
備
や
鉄
道
・
バ

ス
路
線
の
再
構
築
支
援
の
ほ
か
、
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
「日
本
の
経
済
社

会
を
支
え
る
基
幹
的
な
輸
送
機
関
と
し
て
丁
寧
か
つ
着
実
に
構
築
し
て
い
く
」
旨
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
対
す
る
国
際
観
光
旅
客
税
の
活
用
に

取
り
組
む
と
述
べ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
、
引
き
続
き
我
々
の
主
張
に
理
解
あ

る
国
会
議
員
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
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３
月
12
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
が

推
薦
す
る
深
作
ヘ
ス
ス
衆
議
院
議
員
（
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」所
属
）が
質
問
に
立
ち
、
高
市
早
苗
内
閣
総

理
大
臣
・
上
野
賢
一
郎
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
通
勤
手
当
が

賃
金
と
し
て
標
準
報
酬
月
額
に
参
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
社
会
保
険

料
負
担
が
労
使
で
重
く
な
る
課
題
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。

ヘ
ス
ス
議
員
は
、
前
述
の
課
題
に
つ
い
て
「
通
勤
手
当
は
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
る
も
の
で
は
な
く
出
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
報
酬
の

一
部
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
の
感
覚
か
ら
は
な
か
な
か

理
解
で
き
な
い
」旨
指
摘
し
、
制
度
の
見
直
し
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
上
野
厚
労
大
臣
は
、
「
社
会
保
険
制
度
は
相
互
扶

助
の
仕
組
み
」で
あ
る
と
述
べ
、
「仮
に
通
勤
手
当
を
算
定
基
準
か

ら
除
外
す
る
と
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
る
」
旨
答

弁
し
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
さ
ら
に
ヘ
ス
ス
議
員
が
具
体
的
な
数
字
を
用
い
て
社

会
保
険
料
が
引
き
上
が
る
実
例
に
言
及
す
る
と
、
高
市
総
理
が

答
弁
に
立
ち
、
上
野
厚
労
大
臣
と
同
様
の
課
題
認
識
を
示
し
つ
つ

も
、
「
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
の
抑
制
は
重
要
」
と
の
考
え
を

述
べ
、
そ
の
観
点
か
ら
「
社
会
保
障
国
民
会
議
」
で
も
与
野
党
を

超
え
て
議
論
を
行
い
た
い
旨
答
弁
し
た
。

本
課
題
に
つ
い
て
は
、
３
月
19
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お

い
て
も
、
「
基
幹
労
連
」
の
組
織
内
議
員
で
あ
る
村
田
き
ょ
う
こ
参

議
院
議
員
が
質
疑
を
行
っ
て
お
り
、
働
く
者
・
生
活
者
目
線
で
見

直
し
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
既
に
所
得
税
は
、
月
額

15
万
円
ま
で
の
通
勤
手
当
が
非
課
税
と
さ
れ
て
お
り
、
同
等
の
扱

い
を
行
う
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
。

こ
の
見
直
し
が
進
め
ば
、
“通
勤
時
の
新
幹
線
利
用
”が
拡
大
す

る
可
能
性
も
あ
り
、
需
要
拡
大
の
面
で
も
重
要
な
課
題
と
言
え

る
。
引
き
続
き
ヘ
ス
ス
議
員
を
は
じ
め
理
解
あ
る
関
係
議
員
と
連

携
の
上
、
本
課
題
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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